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５万トン岸壁１バース、４万トン岸壁１バース等２９
バースの公共岸壁が整備されている。

５万トン岸壁１バース、４万トン岸壁１バース等３０
バースの公共岸壁が整備されている。

－

種別 種別

避難船

147

計
外航商船
内航商船
内航自航
漁船

その他
避難船

計
外航商船
内航商船
内航自航
漁船

令和２年

その他

平成28年
平成29年
平成30年
令和元年
令和２年

平成28年
平成29年
平成30年
令和元年



令 和 ２ 年

港 湾 統 計 年 報

訂 正 ペ ー ジ

※修正箇所は、赤字表記としております。

秋 田 県



港 湾 の 概 要
本県の管理する港湾は、重要港湾が３港（秋田港、船川港、能代港）と地方港湾が２港（本荘港、

戸賀港）の計５港である。令和２年の県内５港の入港船舶隻数は3,549隻、入港船舶総トン数は18,72

3,831トン、取扱貨物量は11,563,348トン（輸出686,045トン、輸入5,677,128トン、移出1,715,553ト

ン、移入3,484,622トン）である。

１．秋田港

秋田港は、県中央部を流れる雄物川の旧河口に位置し、県内物流の拠点として重要な役割を果た

している。５万トン岸壁１バース、４万トン岸壁１バース等３０バースの公共岸壁が整備されてい

る。外貿コンテナについては、韓国航路の週５便のうち、週２便が中国航路へ延伸（令和３年１０

月末現在）しており、令和２年（外貿実入り）は45,359ＴＥＵ（523,196トン）の取扱いがあった。

また、苫小牧東－秋田－新潟を結んでいるフェリー航路（週６便、うち週１便は敦賀まで延伸。令

和３年１０月末現在）は、貨物物流の一端を担っているとともに、多くの旅行者に利用されている。

他にもマリーナが整備されており、プレジャーボートの受入れが行われている。

平成２４年４月に国際コンテナターミナルの供用を開始。平成２７年１月にはコンテナヤードを

拡張し、年間処理能力を１０万ＴＥＵに拡大するなど、日本海側における東アジア地域やロシア沿

海州地域との交易・交流の拠点としての機能強化を図っている。また、平成３０年４月にクルーズ

ターミナルの供用が開始されたほか、令和元年のクルーズ客船の寄港数が過去最高の２１回となる

など、広域観光の拠点として地域経済の発展に寄与するものと期待されている。

令和２年の取扱貨物量は、「その他の石油」、「セメント」、「揮発油」など、合計6,216,971トン（輸

出493,279トン、輸入1,216,861トン、移出1,319,798トン、移入3,187,033トン）である。

２．船川港

船川港は、男鹿半島の南部に位置する岩礁に囲まれた天然の良港であり、地域経済の中核となっ

ている。平成２４年１月にポート・オブ・ザ・イヤー２０１１に選定され、同２５年７月には第

１０回海フェスタのメイン会場となったほか、同３０年７月には、臨港地区に複合観光施設が開業

するなど、観光の拠点として地域の活性化に寄与するものと期待されている。

１万５千トン岸壁１バースをはじめ４バースの公共岸壁及びマリーナが整備されており、石油の

安定供給を図るための国家石油備蓄基地（貯油設備448万ｋL）が立地している。

令和２年の取扱貨物量は「原油」、「石材」、「石灰石」など、合計299,151トン(輸入18,448トン、

移出186,731トン、移入93,972トン）である。

３．能代港

能代港は、県北部の米代川河口に位置し、４万トン岸壁１バースをはじめ４バースの公共岸壁が

整備されている。地域のエネルギー供給拠点として大規模な火力発電所が立地しているほか、平成

１８年にはリサイクルポートに指定され、県北部エコタウン計画と連携した総合静脈物流拠点とし

て、地域の活性化に寄与するものと期待されている。令和２年９月には秋田港とともに洋上風力発

電の基地港湾に指定され、埠頭機能の強化等、関係施設の整備が進められている。

令和２年の取扱貨物量は、「石炭」、「窯業品」、「砂利・砂」など、合計5,047,179トン（輸出192,

766トン、輸入4,441,819トン、移出209,024トン、移入203,570トン）である。

４．本荘港

本荘港は、県南部の子吉川の河口に位置し、地元漁船等の基地として整備が進められてきた。ま

た、レクリエーション需要の増大に対応するため、海洋性レクリエーション基地としてマリーナ及

び海水浴場が整備されている。

令和２年の取扱貨物量は47トン（水産品）である。

５．戸賀港

戸賀港は、男鹿半島の西部に位置する港湾法上の避難港となっている。1.54k㎡の広さをもつ湾

内は、水産資源培養型漁業基地として試験養殖も行われており、地元産業振興の拠点として発展が

期待されている。

令和２年は貨物の取扱い実績なし。



本荘港

１　入港船舶

(1) 入港船舶船種別年次別表 単位：隻、トン

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数

78 780 44 440 42 420 25 250 29 290

78 780 44 440 42 420 25 250 29 290

1

(2) 入港船舶船種別月別表 単位：隻、トン

船種

航路 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数

外　航

内　航 9 90 9 90
計 9 90 9 90

外　航

内　航

計

外　航

内　航

計

外　航

内　航

計

外　航

内　航 1 10 1 10
計 1 10 1 10

外　航

内　航 7 70 7 70
計 7 70 7 70

外　航

内　航 1 10 1 10
計 1 10 1 10

外　航

内　航 1 10 1 10
計 1 10 1 10

外　航

内　航

計

外　航

内　航

計

外　航

内　航 5 50 5 50
計 5 50 5 50

外　航

内　航 5 50 5 50
計 5 50 5 50

外　航

内　航 29 290 29 290
計 29 290 29 290

12

計

6

7

8

9

10

11

計

1

2

3

4

5

そ の 他

月別
商　船 漁　船 避難船 その他

計
外 航 商 船
内 航 商 船
内 航 自 航

漁 船
避 難 船

種　　　　別
平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年
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本荘港

(3) 入港船舶階級別月別表 単位：隻、トン

階級 10,000ﾄﾝ 6,000ﾄﾝ以上 3,000ﾄﾝ以上 1,000ﾄﾝ以上 500ﾄﾝ以上 100ﾄﾝ以上 5ﾄﾝ以上

隻数 以上 10,000ﾄﾝ未満 6,000ﾄﾝ未満 3,000ﾄﾝ未満 1,000ﾄﾝ未満 500ﾄﾝ未満 100ﾄﾝ未満

隻　数 9 9
トン数 90 90
隻　数

トン数

隻　数

トン数

隻　数

トン数

隻　数 1 1
トン数 10 10
隻　数 7 7
トン数 70 70
隻　数 1 1
トン数 10 10
隻　数 1 1
トン数 10 10
隻　数

トン数

隻　数

トン数

隻　数 5 5
トン数 50 50
隻　数 5 5
トン数 50 50
隻　数 29 29
トン数 290 290

２　海上出入貨物　

(1) 海上出入貨物年次別表 単位：トン

区分 合　　　　計 外国貿易             内国貿易 70

年次 計 輸移出 輸移入 計 輸 出 輸 入 計 移 出 移 入

平成28年 72 72 72 72
平成29年 60 60 60 60
平成30年 68 68 68 68
令和元年 63 63 63 63
令和２年 47 47 47 47

(2) 海上出入貨物品種別月別表 単位：トン

月別 月別

1 5 5 7 5 5
2 1 1 8 4 4
3 4 4 9 3 3
4 5 5 10 3 3
5 5 5 11 4 4
6 5 5 12 3 3

合計 47 47

計

11

12

計

水　産　品 計 水　産　品

5

6

7

8

9

10

月別 計

1

2

3

4
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